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 ⑴ 第１世代：開発者自身がソフトウェアを検証する。 
 ⑵ 第２世代：開発プロジェクトの中にあるテスト・チームが検証する。 
 ⑶ 第３世代：開発プロジェクトとは独立にテスト・チームがあり、独立にテストを実施する。 
 本論文では、テスト・プロセスの効率向上により、開発プロセスの期間短縮、および、工数削減を実現する方法を
述べる。本論文で、以下の２つのテスト・プロセスの効率向上策を取り上げた。 
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 ⑴ 開発期間に関して、デバッグとテストのための工数を約 9.7％削減できた。 
 ⑵ バグ検出率については約２％の改善が見られる。一方、生産性についても１人週当たりで 19％の向上が見られ
る。 
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